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1 . “canon debate"と経済学の帝国主義







3 . 2 ポズナーとローテイ
3.3 ポズナーとフィッシュ あるいはポスト・モダンの法理学
1 . “ca non debate"と経済学の帝国主義








































































































リチヤード・ A・ポズナーの『正義の経済学JI(10) (Richard Allen Posner， 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































上の運動には五つのものがある。すなわち「法と経済学J ( law and econo-
mics) ， r批判的法研究J(cri tical legal studies)， rフェミニズ、ムの法理
論J(feminist legal theory)， r法と文学J(law and literature)， r批
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